
2.67

○自己評価について支持する。
○教育理念・目的・デイプロマポリ
シーは一貫している。今後ディプロマ
ポリシーの達成度の評価に、ルーブ
リックを使用されるため、期待したい。
○理念・ポリシー等に基づき教育内容
を整理したことは評価できる。
〇COVID‐19の感染拡大により、保護
者会を含め教育現場には大きな変化
が求められている。
柔軟に対応し教育理念・目的の周知
を期待する。
〇教育理念等はHPに掲載されている
ことを確認した。

令和２年度　自己評価および学校関係者評価

１．学校関係者評価　総評

　自己評価に関しては、評価はおおむね支持 。教育理念・目的・デイプロマポリシーは一貫しており、学習進度についてカリキュラム
マップを作成したことは評価できる。臨地実習においては臨地実習指導者と教員の連携により、学生の実習環境が改善され、質の
高い臨地実習が提供できる。互いの役割の明確化、協働について検討していく必要がある。
　令和２年度は令和元年度と比較し、受験生、入学生ともに減少した。令和6年に閉校することの影響もあったと考えられる。
　今後、閉校まで質の高い教育を提供できるよう期待するとともに、COVID‐19の対応のためにも多様な教育方法を行うための施設
設備の工夫および整備を計画的に行っていくことも必要である。
　国家試験合格率、JCHO病院の就職率は目標達成。国家試験に関しては令和3年度は既卒生も含めて全員合格を目指す。JCHO
病院への就職率に関しては、神戸中央病院の就職率を70％以上、JCHO病院全体の就職率を80％以上確保する。
　卒業後のフォローアップ支援や地域住民に向けての公開講座等の取り組み等を行っていくことが今後の本校の課題でもある。

２．自己評価　総評

　令和2年度、教育理念から一貫した教育課程を行うために小科目を整理し、学習内容を見直し、学習要項、実習要項を新しく作成
した。学習進度についも教員間で討議し、学生がわかりやすいようにカリキュラムマップを作成して学習要項に明記した。令和3年度
への課題はディプロマポリシーの達成度をルーブリックで明記することである。
　入学において、令和2年度は閉校のこともあり最後の入学生になるため、指定校、卒業生、在校生の出身高校を29校すべて訪問
し、また、HPも新しく作成し、受験生確保に努めたが、結果受験生48名となり、令和元年度より12名減少した。
入学生は29名となり、定員より6名減となった。コロナ禍であることや令和6年に閉校することが大きく影響したと考えられる。
　国家試験に関しては1名が不合格となった。そのため、合格率96.8％となった。令和3年度は既卒生も含め100％合格を目指す。
　JCHO病院の就職率は神戸中央病院80.6％、JCHO病院全体では87.1％となり目標を達成している。

３．各項目評価

大項目 評点 評点 学校関係者評価・意見概要・今後の課題

Ⅱ　教育課程 2.60

〇令和2年度においては教育理念から一貫した教育課程
を行うために小科目を整理し、学習要項、実習要項を見直
し新しく作成した。学習進度についても見直しを図り、カリ
キュラムマップを作成して明記した。
〇学校関係者による評価は新型コロナウイルス感染拡大の
ため、各学校関係者に紙面報告し、検討し、評価した。病
院関係者は附属病院の職員、および非常勤講師となって
いるため、卒業生の勤務する附属病院以外の関係者に依
頼する必要もある。
〇各教員が専門性を発揮し、教育力を高められるよう、研
修および学会参加等の自己研鑽を推奨している。今後も計
画的に自己研鑽できるよう勤務等を調整する必要がある。
〇附属の実習施設においては臨地実習指導者会議を定
期的に開催し、学生の実習指導方法、実習環境、感染予
防対策、倫理的配慮についてなど、臨地実習指導者と教
員がタイムリーにディスカッションしている。
　しかし、実習の内容が病棟スタッフに周知されていないこ
ともある。さらなる改善に努める。
〇臨地実習指導者と教員の役割を明確にし、ともに成長で
きるように協働することが今後必要である。
〇令和2年度は学生の情報管理に対する意識を高めるた
めに、学生一人一人が電子カルテのID.PWを管理すること
にした。

2.60

○自己評価について支持する。
○学習進度についてカリキュラムマッ
プを作成したことは評価できる。
〇各教員の研修、学会参加を推奨す
るために勤務調整がされている。今後
も積極的に参加し、専門性の向上に
努めてほしい。
〇臨地実習指導者と教員の連携によ
り、学生の実習環境が改善され、質の
高い臨地実習が提供できる。互いの
役割の明確化、協働について検討い
ただきたい。
〇臨地実習の現場はともすると「多
忙」を理由に十分な指導ができていな
い事、指導者が日替わりの場合もあ
り、実習の進捗状況も曖昧なまま指導
している現状があることから、臨地実
習指導者と教員の役割分担等明文化
したものが必要かと考える。
〇学生が情報管理の重要性を高める
ための工夫がされており、情報管理規
程について見直しが行われていること
は評価できる。

Ⅰ　教育理念
目的・目標

2.67

〇令和2年度は教育理念・目的・ディプロマポリシーの一貫
性を確認したうえで、教育内容を整理した。令和3年度は
ディプロマポリシーの達成度をルーブリックで行うことを課題
にしたい。
〇例年は教育理念・教育目的は保護者には入学時の保護
者会にて周知している。しかし、新型コロナウィルス感染拡
大のため令和2年度は保護者会を行うことができず、周知
できなかった。今後周知するために保護者会を対面もしく
はWebで開催することが必要である。
〇学生には教育理念・教育目的、アドミッションポリシー、
ディプロマポリシーを学生便覧、学習要項、実習要項に明
記して、各学年カリキュラムオリエンテーション等で説明して
いる。これらは、また、HPで公表している。



Ⅶ　地域社会
　貢献/国際交
流

2.75

〇ナイチンゲール生誕記念行事での献血活動や老人保健
施設や保育園など地域のボランティア活動を例年行ってい
たが、今年度は新型コロナウイルス感染拡大のために中止
となった。
〇兵庫県専任教員養成講習会への教員の講師派遣等を
行っている。
〇地域住民を対象にした学校祭の公開をしている。今後、
地域包括ケアの担い手として積極的に地域へ開かれた学
校を目指すために、公開講座等検討する必要がある。

2.75

○自己評価について支持する。
〇コロナ禍のため、地域ボランティア
活動ができなかった。今後、地域住民
を対象ににした公開講座を検討して
ほしい。

Ⅴ 入学 2.50

〇オープンキャンパスについては新型コロナウイルスの影
響もあり、例年の3年生のオープンキャンパス参加率を考慮
して、10名の人数制限を用いての開催2日間とした。結果
24名（保護者11名）その他1名訪問であった。
〇HPは当校の特徴等を踏まえて新しく作成して募集をかけ
たが、閉校の情報が混在し、すでに募集停止と誤解される
ような状況もあった。
〇学校訪問に関しては令和元年度12校訪問実績であった
が、今年度は閉校のこともあり、9日間で指定校、卒業生、
在校生の出身高校を29校すべて訪問した。しかし、受験生
は令和元年度60名であったが、今年度は48名となり、12名
減少した。29名の入学生で定員より6名減となった。

2.50

○自己評価について支持する。
〇HPは見やすくわかりやすい。
〇積極的に学校訪問を行い、受験生
の確保に努めた。

Ⅵ　卒業・就
業・
　　進学

2.67

〇看護師国家試験の合格率は96.8％であり、全国平均より
は上回っている。しかし、100％合格にはならなかった。次
年度既卒生を含めて100％合格とすることが学校の使命で
ある。
〇3年生31名中、JCHO神戸中央病院就職内定者26名（う
ち1名国家試験不合格）、その他JCHO病院2名（委託生）、
他病院就職者3名であり、神戸中央病院80.6％、JCHO病
院全体では87.1％であり、「JCHO神戸中央病院の就職率
を70％以上確保」「JCHO病院全体の就職率を80％以上確
保」ともに達成した。今後も卒業時の進路選択に対して個
別に相談に応じ、キャリアデザインを学生自身が描き、進路
を決定できるように関わる必要がある。また、附属病院と連
携して、JCHO 病院の魅力を伝え、就職率の上昇を目指
す。

2.67

○自己評価について支持する。
〇国家試験合格率、JCHO病院就職
率の目標を達成しており評価できる。
〇卒業後のフォローアップとして、就
職後１ヶ月か3ヶ月頃に看護学校で就
職後の様子など卒業生同士で語り合
う場が設けられたら良いと考える。

Ⅳ　組織・管理
　　　運営

2.46

〇災害等の非常時の危機管理マニュアルとして学校として
作成し、附属病院と協力して防災訓練をしている。
〇財政基盤としては次年度の予算策定時、附属病院との
検討はなされておらず、財政基盤の根拠も示されていな
い。職員は自校の財政状況は会議で周知しているが、財政
の課題が明確になっていない。学校の事務職員が計画的
に附属病院の事務と連携して予算立てする必要がある。
〇施設設備の整備計画が立案されておらず、計画的な購
入にいたっていないので、今年度は計画的に優先順位を
考え購入できるようにすることが課題である。
〇当校は令和6年3月に閉校する。閉校までのスケジュール
を立て、最後まで学生たちに質の高い教育が提供できるよ
う将来構想を明確にする必要がある。

2.46

○自己評価について支持する。
〇学校独自の災害マニュアルを作成
し、附属病院と防災訓練を実施してい
ることは評価できる。
〇学校運営の財政面について、職員
全員が理解し、課題達成に向けた取
り組みが必要である。事務職員と協力
し取り組んでほしい。
〇施設設備の整備については、今後
閉校を見越し計画的に行うことを期待
する。
〇COVID‐19対応に加え、多様な教
育方法のための施設設備の工夫を期
待する。
○閉校に向けて、最後の学生にまで
質の高い教育が提供できるよう期待す
る。

Ⅲ　教授・学習
　　　評価過程

2.5

〇授業案の展開に関しては教員全員で検討し、各教員
個々の授業に活かしている。
〇評価に関しては授業後の学生評価は行っているが、授
業前のレディネス確認のための評価は行っていないため、
課題とする。また、科目終了時に教師の自己評価は行って
いない。評価の視点を教員間で検討し、課題にする。
〇授業評価に関して令和2年度は外部講師とも連携し、
ディカッションし、次への教育に活かすことができた。

2. 5

○自己評価について支持する。
〇科目終了時の教師の自己評価を行
い、教師間で情報共有し、今後の授
業案に活かしてほしい。



Ⅹ　その他

Ⅷ　教職員の
　　　育成

2

〇コロナ禍ではあったが、全教員が教育の質を高めるため
に、Webを利用して学会や研修会等に多く参加している。
学んだ内容は復命しているが、全教員へ伝達講習等で共
有ができていない。復命時、朝のミーティングなどで共有す
る。
〇年間研究課題を設定して教務全体での取り組むことが毎
年の課題にはなるが、時間の確保が困難でなかなかできて
いない。研究活動としてどのように取り組むかを検討し、進
めていくことが課題である。
〇教員全員が興味・関心のある研究に取り組むことができ
る職場風土や時間の確保等していく必要がある。

2

○自己評価について支持する。
〇学会や研修会の参加後は、全教員
が情報共有できるようにミーティングや
回覧等の工夫が必要である。
〇研究に取り組む環境の整備を期待
する。

Ⅸ　法令等の
　　遵守

3.0 〇前年度ハラスメント防止のガイドラインを運用している。 3.0
○自己評価について支持する。
ガイドラインを活用し法令遵守に取り
組んでいる。

令和2年度自己評価・学校関係者評価

（０：当てはまらない　１：一部当てはまる　２：概ね当てはまる　３：十分当てはまる）
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